
高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の 
発生およびウイルス検出状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

今シーズンの HPAI 発生状況は、昨シーズンと比較すると落ち着

いていますが、R6.3 月にも家きん農場での発生があり、全国の野

鳥での感染も確認されているため、未だ予断を許さない状況です。 

 

また、令和３・４年シーズンは、４から５月にかけての発生も相

次いでいたため、引き続き十分な警戒をよろしくお願い致します。 

 
〇 家きんでの発生 9 県１０事例 
〇 飼養鳥 2 県２事例 

〇 野鳥 １都１道１府 2４県 1４１事例 （４月２日 15 時時点） 

※ 表は直近３事例です。 

事例

No. 
検体回収場所 回収日 種名・種類 亜型 

139 北海道深川市 3/15 死亡野鳥（ハヤブサ） H5N1亜型 

140 広島県北広島町 3/16 死亡野鳥（ハシボソガラス） H5N1亜型 

141 岩手県大船渡市 3/19 死亡野鳥（ハシブトガラス） H5N5亜型 

令和６年４月４日 No.３ 
庄 内 家 畜 保 健 衛 生 所 
庄内地区家畜畜産物衛生指導協会 
ＴＥＬ ０２３５（６８）２１５１ 
ＦＡＸ ０２３５（６６）２４６６            

ウイルス侵入防止のため、飼養衛生管理の徹底、鶏の健康観察

の励行、異状を認めた際の早期通報をお願いします。 

 

鶏に異状が認められた際は速やかに当所まで通報を！ 

庄内家畜保健衛生所０２３５－６８－２１５１ 


